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国
の
よ
う
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し
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で
は
､
安
全
･
安
心
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に
対
す
る
細
心
が
非
即
に
筒

く
､
安
全
珊
保
の
た
め
の
対

額
が
数
多
く
な
さ
れ
て
い

る
｡
し
か
し
爽
際
に
は
'
人

命
を
行
か
す
印
故
や
蓬

が

9年 
桁発しており､拡大な人


的
損
失
を
も
た
ら
し
て
い

る
o
こ
の
間
超
に
対
処
す
る

た
め
に
は
､
安
全
に
欄
す
る

専
門
職
の
存
在
が
不
可
欠
で
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あ
る
｡
安
全
の
噂
門
脇
に
は

工
学
的
知
識
を
ベ
ー
ス
と
し

つ
つ
､
国
内
外
の
安
全
規
格

･
法
規
に
餌
す
る
体
系
的
な

知
悦
と
央
坊
偶
力
お
よ
び
安

O o

全
技
術
の
統
合
的
マ
ネ
ジ
メ

れ
る 

修
了
者
は
前
座
か
つ

O

ク
ト
を
始
め
た 

学
内
を
対
象
に
公

野し
て
採
択
し
た
指
定
研
究 
-

国
際
化
､少
子
化
な
ど
に
よ
る
大
盤
面

も
必
要
と
判
断 
イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
大
学
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
す
｡

日
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が
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た
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に
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ス
ロ
ー
ガ
ン
は

｢縦
や
か
未

よ
る
連
携
を
条
件
に
幅
広
く

研
究
計
画
を
訂
り 
'
学
際

性
､
尭
見
性
､
社
会
貢
献
､

早
稲
田
大
学
は
近
年
､
袈

医
科
大
学
と
の
共
同
研
究
繁 

界
女
子
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設
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京
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会
へ
羽
ば
た
い
て
い
る
｡
彼

ら
の
大
い
な
る
括
弧
が
期
待

さ
れ
て
い
る
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地域密着型人間力育成

経産省の事業に採択

新潟工科大が県内初 

【新
約
】
新
船
工
科
大
学

｢地
域
砥
耶
型
人 
Ⅷ
力
守

は
､
シ
ス
テ
ム
安
全
噂
門
職

専
門
職
大
学
院
の
今 

を
荘
成
す
る
た
め
に 
'
大
学

院
技
術
様
態
研
究
科
叩
門
職

掌
位
課
程 
(
辞
門
脈
大
学

院
)
シ
ス
テ
ム
安
全
な
攻
を 

0

L
LJ｡
本

6
年
4
月
に
開
戦 

T=?
攻
は 
2
年
以
上
の
粟
粒
樫 

験
を
布
す
る
社
会
人
に
門
戸

を
捌
い
た
も
の
で
あ
る 
0

本
呼
攻
で
は
社
会
人
を
対

敏
と
し
て
､
シ
ス
テ
ム
安
全

に
関
す
る
体
系
的
な
卸
轍
と

炎
務
能
力
を
育
成
す
る
た
め

法
規
を
理
解
さ
せ
､
爽
柵
罷

力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
､
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
焔
成
し
て
い
る
｡
そ
し

て
'
学
生
が
社
会
人
で
あ
る

こ
と
か
ら
伽
脇
は
主
に
土
･

日
僻
目
に
閑
雅
し
､
拡
哲

間
脳
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
｡

捜
邦
を
担
当
す
る
教
山

は
､
呼
任
数
瓜
〓
人
と
瀧
担

･
非
絹
物
教 

9
人
の
鮒 
3

修
了
後
班
ち
に 

秘
で
活

q
1

人
で
あ
る
｡ 
-
学
年
当
た
り

m 
t

持
つ
啓
門
職
と
し
て 
'
安
全

隠
旺 
'
安
全 
et1
理
､
安
全
規

格
の
開
発
､
製
品
の
安
全
設

計
な
ど
の
各
分
野
に
お
い
て

ン
ト
の
ス
キ
ル
を
和
す
る
こ

と
が
要
求
さ
れ
る
｡

こ
の
よ
う
な
人
材
の
茄

成
ハ
つ
ま
り
シ
ス
テ
ム
安
全

堵
門

脇
の
並
成
に
は
､
工
学

的
知
刑
と
輿
紡
織
駿
を
も
つ 

社
会
人
に
対
し
て 
'
安
全
別

格ン
ト
の
知
悦
と
央
務
碓

力
を

教
授
す
る
必
堺
が
あ
る
｡
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躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡ 
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取
合
を
稚
拙
す
る
｡

主
な
取
り
組
み
は
地
元
企

材
円
城
を
目
指
す
と
と
も

に
､
就
慨
所
肋
に
関
す
る
拡

大
の 
m
墓

跡
を
蛸
的
し
て

(想
定される具体的菓汚)

や 

の
学
生
定
見 
15
人 

体
系
化
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地 域 課 題 を 共 同 研 究
県立広 島 大 が 胡;塊
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【広
向
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海

外

研

修

で

実

務

に

プロジェ
クト研究は主に

勤務先で行えるようにし


て
い
る
｡
ま
た
'
琴

イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
別
段
を
駁

け
て
お
り
'
現
地
に
2
週
間

程
皮
鞘
在
L
t
安
全
の
共
粉

を
研
修
し
て
い
る
｡
海
外
で

美
樹
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
､

き
る
o

あわせて3


究
に
長
年
班
わ
っ
て
お
り
､

そ
の
半
数
以
上
が
輿
移
程
験

を
有
し
て
い
る
｡

本
専
攻
の
修
了
者
に
は
､

｢シ
ス
テ
ム
安
全
修
士 
(専

門
職 
)
｣
の
学
位
が
授
与
さ

システム安全専攻修了後の活躍分野 

0

人)
に対

き

する

磨

ロ
ス
パ 

学
は
､
共
同

研
究
で
耶
決

を
関
る
地
域

の
伽
超
を
誹

姫
す
る 
C
大

学
が
対
応
可

鳩
な
分
柵
社

会
に
お
け
る

地
域
活
力 
'=

池
な
ど 
6
瓢

湖

所
'
白
日
廻
作
所
､
柏
崎 
E 
r

教瓜数は非前に多く'丹


念
な
教
育
を
行
う
こ
と
が
で

･
法
規
お
よ
び
マ
ネ
ジ
メ

･曙馳 御
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ま
た 
'
砂
任
教
瓜
は

が
協
力
｡

｢迎
肋
遊
良
の
個

㌍

醐
絹

誓

､
柏 

こ
の
人
間
力
市
盛
業

に 

よ
り
学
生
は 
'
探
硬
や
刑
迦

術
移
晦
を
目
指
す
｡

広
払
大
の
海
外

搬
鴨
は 

0

年
此
文
部
科
学
省
の

｢壁

官
迎
朗
機
略
願
鵬
プ
ロ
グ
ラ

ム
｣
に
採
択
さ
れ
て
い
る
｡

こ
れ
ま
で
に
､
英
闇
の
リ
ー

ズ
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
大
学
､

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
ン
ド
ン

工
科
大
学
な
ど
と
協
定
を
結

ん
で
い
る
｡
教
育
支
横
と
迎

赦
し
た
技
術
移
転
な
ど
に
取

り
組
ん
で
お
り 
'
米
岡
の
大

学
と
も
迎
朗
を
検
討
し
て
い

る
｡

憐
情
軌
を
行
う
学
生
の
惜
報

交
換
の
場
と
し
て
清
掃
す
る
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シ
ス
テ
ム
安
全
の
教
習
と
研

E

安全も望ー旺【メーカー1 

望韮 芸諾

○社内に.

インm 

の成
完

の
90年
皮

人
蛮

｣
が 
'
桂
折
藤
娘
省

○ 

｢休
系
的
な
社
会

技シ

術ス

経

営安

研

究

テ

ム

科授

力
符
成
･
評
価
シ
ス

全

系

対
し

教

に

門

て
､
爪
内
の
企
菜
､
自
治
体

な
ど
が
触
発
､ 
10
年
3
月
ま

で
共
同
研
究
す
る
｡

脇

敏

て
き
た
｡
学
部
間
避
難
が
対

た
だ 
'
こ
れ
ま
で
は
各
学
部

の
自
主
性
を
優
先
し
､

｢分

柵
型
･
分
散
型
総
合
大
学
｣

の
独
白
シ
ス
テ
ム
を
榊
辞
し

ど
が
対
故
｡

共
同
開
他
の
チ
ュ
大
と

攻
の
研
死
文
堺
も
行
っ
て
い

た
が 
'
自
主
肘
掛
に
よ
る
助

成
紙
は 
-
件
で
救
大 
1
3
0 

0
万
円
に
留
ま
っ
て
い
た
｡

は
'
研
究
シ
ー
ズ 
'
知
的
財

産
の
相
互
斡
旋 
(
成
功
和

酬
)
な
ど
の
党
む
を
交
わ
し

て
い
る
｡
相
互
に
協
力
し

て
'
共
同
研
究
な
ど
の
産
学

官
迎
鷲

0
1
1
年
4
月
に
研
究
を
始

日
大
は 
14
学
部 
'
83
学

科
､
大
学
院 
20
研
究
科 
'
32

の
研
究
所
を
抱
え
る
国
内
最

大
規
模
の
私
立
総
合
大
学
｡

で
先
端
技
術
セ
ミ

広
島
大
革
新
材
料
な
ど
を
縮
介

i
学
､
大
阪
府
文
大
学
な
ど
簡

抗
iEi

セ
ミ
ナ
ー
は
バ
ン
コ
ク
の

チ
ュ
大
を
会
場
に
開
く
｡

｢荘
新
材
料
｣

｢代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
グ
リ
ー
ン
エ
コ
｣

を
テ
ー
マ
に
招
先
鵬
技
術
を

紹
介
す
る
.
広
軸
大
か
ら
は

剤
を
含
有
す
る
洗
浄

剤
､
竹
炭
を
用
い
る
盛
上
緑

化
､
水
素
吸
沿
射
料
例
発
な

ど
5
テ
ー
マ
を
紹
介
す
る
予

定
｡
聴
制
は
呆

企
罪
や
現

地
の
財
閥
グ
ル
ー
プ
企
詔
な

研
究
費

自主財
源


丁
裸
鮎
は
生
清
と
群
塊
を
快

適
に
す
る
技
術
脱
党 
'
地
域

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
･
シ
ス
テ

ム
の
研
究
な
ど
｡
地
域
か
ら

の
挺
集
を
大
学
内
に
公
聖 

5
月
に
数
個
瓜
か
ら
投
薬
解

決
の
研
究
針
蘭
を
亦
雄
す

る
｡3

茸

､
輿
施
可
碓
性
な

e
ど
外
部
材
的
著
､
学
内
牽
兄

で

最
大


い
っ
た
極
微
な
加
工
技
術
な

ど
を
情
報
､
エ
ネ
ル
ギ
ー
､

医
照
の 
3
分
野
に
活
用
｡
耕

仙
間
湖
の
解
決
に
彼
立
て
る
こ 

日
本
大
学
は
学
部
間
連
携
に
よ
る
大
規
秩
な
学
術
研
究
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ

件
に

研
究
班
と
し
て
年 
1
倍
2
0
0
0
万

円を支
給
す
る
｡
期
間
は 
4
月
か
ら

最
長 
5
年
で 
'
自
主
財
軒
で
肺
う
研
究
支
礎
と
し
て
は
同
大
学
で
投
大
｡

汰
の
時
代
を
勝
ち
抜
く
に
は 
'総
合

大
学
と
し
て
の
総
力
を
挙
げ
た
学
術
研
究
を
進
め
て
存
在
感
を
示
す
こ
と

I

と
を
目
的
と
し
て
い
る
｡
理

工
学
部
の
大
月
穣
准
教
授
を

代
表
者
に
文
理
学
部 
'
医
学

部
な
ど 
5
学
部
､ 
-
大
学
院

研
究
科 
'
1
研
究
所
に
所
属

す
る
メ
ン
バ
ー
で
榊
成
す
る

チ
ー
ム
で
担
当
す
る
｡

次
回
は
実
施
状
況
を
基
に

再
検
討
し
な
が
ら 

09年
度
中

に
公
募 
L
t
翌
年

度内
に
指

邦
の
活
繁

定
研
究 
-
件
を
採
択
し
､ 
2

W 

考
え
は
あ
り
ま
す
か
｡

｢E3
収
は
争
え
て
い
な
い
｡
新
し


い
こ
と
を
や
る
こ
と
に
澄
頂
が
あ


る
｡
医
工
迎
秋
で
は
峨
頗
保
持
も
キ


ー
ワ
ー
ド
だ
｡
医
師
は
理
工
系
の
技

早
稲
田
か
ら
医
師
が
出
る
と
い

術
を
使
う
だ
け
だ
っ
た
が
､
共
同
で

や
れ
ば
広
い
視
野
で
鍵
俳
と
匿
横
に

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
と
し
て
の
〝 

術
の
極
限
追
求
｣
を
鮮
血
と

し
た 
-
件
を
昨
年 
10
月
に
指

定
研
究
と
し
て
採
択
し
た
｡

迎
ば
れ
た
研
究
は
､
科

学
'
工
学 
'
医
学
へ
燕
学
関

迎
の
研
究
者
が
協
力
し
､
ナ

ノ
サ
イ
ズ
の
穴
を
開
け
る
と

人
材
育
成
の
硯
点
か
ら
墓

し
た
｡
申
開
時
の
研
究
班
の

動
予
定
｡
そ
の
後
も
取
り
巻

く
群
境
な
ど
を
検
粧
し
て
迎

営
方
法
を
検
討
す
る
｡

タ
イ


【広
島
】
広
払
大
学
は 
5

月
6
日
､
タ
イ
･
バ
ン
コ
ク

の
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
と

共
同
で
､
新
技
術
鋭
明
セ
ミ

ナ
ー
を
陶
側
す
る
｡
知
的
財

産
な
ど
に
つ
い
て
相
互
交
流

協
定
を
結
ん
だ
の
を
磯
に
開

く
も
の
で
､
広
島
大
の
海
外

セ
ミ
ナ
ー
開
催
は
初
め
て
｡

今
後
も
海
外
で
の
産
学
官
連

動
を
推
進
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世
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す
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